
去
る
４
月
13
日
、
各
サ
ー

ク
ル
の
代
表
者
が
集
ま
り
、

埼
玉
C
S
C
交
流
会
代
表
者

会
議
が
開
催
さ
れ
た
。

こ
の
会
議
で
は
、
24
年
度

フ
ェ
ス
タ
収
支
報
告
、
及
び

新
年
度
役
員
選
出
な
ど
協
議

が
お
こ
な
わ
れ
た
。
ま
た
、

第
７
回
フ
ェ
ス
タ
を
10
月
12

日
、
13
日
の
2
日
間
開
催
す

る
こ
と
が
決
定
し
た
。

平
成
25
年
度
活
動
計
画
に

つ
い
て
は
、
10
月
13
日
（
日
）

午
後
2
時
～
公
開
講
演
会
を

放
送
大
学
岡
部
洋
一
学
長
に

依
頼
す
る
こ
と
が
協
議
さ
れ

決
定
さ
れ
た
。

役
員
選
出

新
年
度
の
役
員
選
出
で
は

代
表
に
嶋
﨑
洋
明
（
未
来
の

会
）
、
副
代
表
に
野
呂
生
男

（
サ
ー
ク
ル
お
お
み
や
）
・

高
山
和
彦
（
放
送
大
学
熟
年

会
）
・
森
岡
加
代
（
放
送
大

学
埼
玉
同
窓
会
）
、
会
計
に

松
井
喜
義
（
健
康
体
操
研
究

会
）
・
古
賀
民
義
（
放
送
大

学
ソ
シ
ア
ル
ダ
ン
ス
ク
ラ
ブ
）
、

会
計
監
査
に
相
川
智
子
（
朗

読
の
会
「
こ
こ
ろ
」
）
、
事

務
局
長
に
篠
田
安
彦
（
江
戸

時
代
の
古
文
書
を
読
む
会
）
、

相
談
役
に
笹
原
誠
二
（
放
送

大
学
埼
玉
同
窓
会
）
、
学
生

新
聞
編
集
長
に
若
松

豊

（
熟
年
会
、
放
送
大
学
埼
玉

同
窓
会
）
の
諸
氏
を
選
出
し

た
。埼

玉
C
S
C
交
流
会
は
、

学
習
セ
ン
タ
ー
を
楽
し
く
、

活
気
あ
る
学
び
の
場
と
す
る

た
め
、
学
生
サ
ー
ク
ル
、
同

窓
会
、
学
習
セ
ン
タ
ー
の
三

者
に
よ
り
結
成
さ
れ
た
団
体

で
す
。

開
催
日
時
6
月
22
日
（
土
）

14
時
～
15
時
30
分

会

場

埼
玉
学
習
セ
ン

タ
ー
8
階
講
堂

講

師

宮
本

み
ち
子

放
送
大
学
教
授

講
演
の
内
容

教
育
・
労
働
・

社
会
保
障
制
度
は
社
会
経
済

変
動
の
な
か
で
機
能
不
全
が

目
立
つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

社
会
的
に
孤
立
す
る
人
々
が

急
増
し
て
い
る
今
、
家
族
、

会
社
に
頼
っ
て
く
ら
し
を
支

え
る
こ
と
が
で
き
な
い
時
代

を
ど
う
乗
り
越
え
る
の
か
を

考
え
た
い
。

左
記
日
程
に
て
オ
ー
プ
ン

キ
ャ
ン
パ
ス
（
学
習
相
談
を

含
む
）
を
開
催
し
ま
す
。

（
在
学
生
も
参
加
で
き
ま
す
）

開
催
日

6
月
29
日
（
土
）
、

7
月
13
日
（
土
）
、
8
月

10
日
（
土
）
、
8
月
18
日

（
日
）

時

間

い
ず
れ
も
14
時
～

内

容

大
学
の
概
要
説
明
、

履
修
案
内
、
卒
業
生
の
体
験

談
、
施
設
見
学
、
個
別
相
談

な
ど学

習
の
方
法
、
進
め
方
、

卒
業
研
究
、
大
学
院
進
学
な

ど
、
修
学
上
の
諸
問
題
に
つ

い
て
、
本
セ
ン
タ
ー
の
教
員

が
相
談
に
応
じ
ま
す
。
希
望

者
は
、
事
前
に
事
務
室
に
備

え
て
あ
る
「
学
習
相
談
申
込

票
」
に
記
入
の
上
、
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

面
接
授
業
の
追
加
登
録
は
、

空
席
が
あ
れ
ば
、
原
則
と
し

て
最
初
の
開
講
日
の
１
週
間

前
ま
で
受
付
し
て
い
ま
す
。

ま
だ
空
席
の
あ
る
科
目
も
あ

り
ま
す
の
で
、
ご
確
認
の
上

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

な
お
、
授
業
準
備
の
都
合
上

１
週
間
前
ま
で
受
け
付
け
ら

れ
な
い
科
目
も
あ
り
ま
す
の

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

平
成
25
年
度
2
学
期
（
10

月
入
学
）
の
学
生
募
集
が
始

ま
り
ま
す
。

出
願
期
間
は
、
6
月
15
日

（
土
）
か
ら
8
月
31
日
（
土
）

ま
で
で
す
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
出
願
は
6
月
1
日
か
ら
）
。

皆
さ
ん
の
周
り
に
放
送
大
学

に
興
味
・
関
心
の
あ
る
方
が

お
ら
れ
ま
し
た
ら
是
非
、
ご

紹
介
く
だ
さ
い
。
紹
介
さ
れ

た
方
が
入
学
し
た
場
合
、
薄

謝
を
進
呈
い
た
し
ま
す
。

通
信
指
導
の
提
出
期
限

は
、
平
成
25
年
6
月
4
日

（
火
）
本
部
必
着
で
す
。

忘
れ
ず
に
提
出
し
ま
し
ょ

う
。通

信
指
導
の
答
案
を
提

出
し
な
い
と
単
位
認
定
試

験
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り

ま
す
の
で
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。

第２６号 学 生 新 聞 平成２５年５月２３日1

放送大学

埼玉学習センター

埼玉CSC交流会
学生新聞

編集委員会

〒330-0853

さいたま市大宮区

錦町682-2

TEL048-650-2611

学
生
新
聞

埼
玉
C
S
C
交
流
会
・
役
員
選
出

新
代
表
に

嶋
﨑
洋
明
氏

学
習
相
談

「
い
じ
め
問
題
」

笹
原
誠
二

い
じ
め
は
「
昔

か

ら

あ

っ

た

」

「
ど
こ
に
で
も
あ

る
」
と
言
わ
れ
て
い
る
。
確

か
に
我
々
の
子
供
の
頃
に
も

い
じ
め
ら
し
き
も
の
は
あ
つ

た
が
、
現
在
ほ
ど
深
刻
な
問

題
に
ま
で
は
発
展
し
な
か
っ

た
。自

分
の
孫
た
ち
が
幼
稚
園

や
小
学
校
に
通
う
頃
に
な
る

と
、
「
あ
の
子
は
大
丈
夫
だ

ろ
う
か
」
と
ふ
と
心
配
に
な
っ

た
こ
と
も
あ
る
が
、
「
毎
日
、

楽
し
そ
う
に
、
に
こ
に
こ
し

て
出
か
け
て
い
る
よ
」
と
娘

か
ら
報
告
が
あ
る
と
、
ほ
っ

と
安
心
す
る
。

近
頃
の
子
供
た
ち
は
、
一

人
っ
子
が
多
く
、
仲
間
と
一

緒
に
行
動
す
る
こ
と
自
体
が

少
な
く
な
っ
て
、
い
じ
め
に

対
す
る
適
応
力
も
乏
し
く
、

自
分
の
殻
の
中
に
閉
じ
こ
も

り
が
ち
に
な
っ
て
い
る
よ
う

に
感
じ
る
。
学
校
や
家
庭
ま

た
社
会
に
お
い
て
も
、
「
見

ざ
る
、
聞
か
ざ
る
、
言
わ
ざ

る
の
無
関
心
状
態
」
に
な
っ

て
い
る
可
能
性
が
高
い
。

い
じ
め
も
シ
カ
ト
（
無
視
）

や
仲
間
外
れ
く
ら
い
な
ら
ま

だ
し
も
、
精
神
的
・
肉
体
的

ダ
メ
ー
ジ
や
金
銭
的
ト
ラ
ブ

ル
に
ま
で
発
展
す
る
と
解
決

ま
で
が
大
変
と
な
る
。
そ
う

い
う
状
態
に
な
っ
た
場
合
に

は
、
本
人
た
ち
だ
け
で
は
と

て
も
解
決
で
き
な
い
の
で
、

周
り
の
人
た
ち
が
「
い
じ
め

が
発
生
し
て
い
る
の
で
は
な

い
か
」
と
い
う
共
通
認
識
と

問
題
意
識
を
持
っ
て
、
解
決

に
向
け
て
積
極
的
に
ア
ド
バ

イ
ス
を
し
て
い
く
こ
と
が
非

常
に
大
切
に
な
っ
て
く
る
と

考
え
ら
れ
る
。

学生手帳

探
訪
コ
ー
ナ
ー

香
川
学
習
セ
ン
タ
ー

４
月
20
・
21
日
、
香
川
学

習
セ
ン
タ
ー
に
於
い
て
、
放

送
大
学
同
窓
会
中
国
四
国
地

区
情
報
交
換
お
よ
び
交
流
会

が
開
催
さ
れ
た
。
鳥
取
、
島

根
、
岡
山
、
広
島
、
山
口
、

徳
島
、
香
川
、
愛
媛
、
高
知

の
９
同
窓
会
の
う
ち
新
設
の

島
根
を
除
く
８
同
窓
会
の
代

表
が
参
加
し
た
。
こ
れ
に
同

窓
会
連
合
会
か
ら
会
長
、
事

務
局
長
と
共
に
、
ブ
ロ
ッ
ク

化
担
当
と
し
て
参
加
す
る
こ

と
に
な
っ
た
。

一
日
目
は
、
香
川
同
窓
会

主
催
の
卒
業
論
文
報
告
会
や

「
よ
り
良
い
学
生
生
活
に
求

め
る
も
の
」
と
題
し
た
懇
談

会
が
行
な
わ
れ
同
窓
会
員
・

在
学
生
と
共
に
時
間
を
延
長

し
て
、
白
熱
し
た
議
論
が
交

わ
さ
れ
た
。
二
日
目
は
中･

四

国
の
同
窓
会
お
よ
び
連
合
会

の
情
報
交
換
会
が
行
な
わ
れ
、

各
同
窓
会
の
活
動
状
況
や
補

助
金
に
つ
い
て
の
説
明
、
中
・

四
国
地
区
共
同
開
催
行
事
な

ど
に
つ
い
て
話
し
合
わ
れ
た
。

会
場
と
な
っ
た
香
川
学
習

セ
ン
タ
ー
は
、
四
国
で
最
初

に
ビ
デ
オ
学
習
セ
ン
タ
ー
と

し
て
高
松
市
に
開
設
さ
れ
、

全
国
放
送
の
開
始
に
合
わ
せ

て
香
川
学
習
セ
ン
タ
ー
と
な

り
、
地
域
の
拠
点
と
し
て
二

十
年
余
の
歴
史
を
重
ね
て
い

る
。
現
在
、
香
川
学
習
セ
ン

タ
ー
は
香
川
大
学
と
の
合
築

に
よ
り
キ
ャ
ン
パ
ス
内
に
そ

び
え
立
つ
研
究
交
流
棟
の
７

階
８
階
に
位
置
し
、
広
い
校

内
の
駐
車
場
を
利
用
す
る
こ

と
の
出
来
る
数
少
な
い
学
習

セ
ン
タ
ー
と
な
っ
て
い
る
。

入
口
か
ら
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

で
８
階
に
昇
る
と
、
廊
下
の

壁
に
は
山
崎
セ
ン
タ
ー
長
ご

自
慢
の
荻
原
幹
先
生
（
元
宇

高
連
絡
船
船
長
・
放
送
大
学

非
常
勤
講
師
）
の
切
り
絵
が

飾
ら
れ
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
よ

う
な
落
ち
着
い
た
雰
囲
気
が

あ
る
。
窓
か
ら
は
栗
林
公
園
、

そ
れ
に
続
く
山
々
や
瀬
戸
内

海
の
島
々
を
行
き
交
う
船
な

ど
の
眺
望
が
広
が
っ
て
い
る
。

素
晴
ら
し
い
景
観
と
共
に
、

学
習
セ
ン
タ
ー
を
愛
す
る
皆

さ
ん
の
気
持
ち
が
溢
れ
て
い

る
学
習
セ
ン
タ
ー
で
あ
っ
た
。

（
森
岡
）

４
月
13
日
開
催
の
25
年
度

埼
玉
Ｃ
Ｓ
Ｃ
交
流
会
サ
ー
ク

ル
・
同
窓
会
代
表
者
会
議
で
、

新
代
表
と
し
て
嶋
﨑
洋
明
氏

（
未
来
の
会
代
表
）
が
、
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

昨
年
５
月
の
学
生
新
聞
に
、

24
年
度
Ｃ
Ｓ
Ｃ
交

流
会
代
表
と
し
て

「
学
習
セ
ン
タ
ー

と
学
生
間
の
パ
イ

プ
役
と
し
て
努
め

た
い
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
が
、

十
分
に
果
た
す
事
が
で
き
な

か
っ
た
こ
と
を
お
詫
び
い
た

し
ま
す
。
学
習
セ
ン
タ
ー
で

お
会
い
し
た
折
に
、
お
声
を

か
け
て
頂
い
た
こ
と
は
嬉
し

く
、
何
よ
り
も
心
強
く
感
じ

ま
し
た
。

埼
玉
学
習
セ
ン
タ
ー
菅
野

所
長
、
平
野
事
務
長
、
目
黒

係
員
、
今
福
相
談
役
を
は
じ

め
と
し
て
関
係
役
員
の
皆
様

に
ご
支
援
を
頂
き
、
何
と
か

一
年
間
務
め
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
こ
と
を
感
謝
い
た
し

ま
す
。
こ
こ
に
、
皆
様
に
お

礼
と
退
任
の
ご
挨
拶
を
申
し

上
げ
ま
す
。

こ
の
度
25
年
度
埼
玉
Ｃ
Ｓ

Ｃ
交
流
会
代
表
に
就
任
致
し

ま
し
た
嶋
﨑
洋
明
（
未
来
の

会
）
で
す
。
前
任
の
岡
里
代

表
の
事
業
方
針
を
継
続
し
更

な
る
発
展
に
寄
与
す
べ
く
全

力
を
傾
注
す
る
所
存
で
す
。

Ｃ
Ｓ
Ｃ
交
流
会
の
事
業
と

て
「
埼
玉
フ
ェ
ス
タ
の
開
催
」

と
「
学
生
新
聞
の
発
行
」
を

継
続
し
て
ま
い
り
ま
す
。

「
第
７
回
埼
玉
フ
ェ
ス
タ
」

の
開
催
も
10
月
12
日
（
土
）

13
日
（
日
）
に
決
定
し
、

13
日
に
は
放
送
大
学
学
長

岡
部
洋
一
氏
の
講
演
も
学
習

セ
ン
タ
ー
・
英
語
倶
楽
部
の

ご
尽
力
に
よ
り
決
定
さ
れ
ま

し
た
。

「
埼
玉
フ
ェ
ス
タ
」
は
、

学
生
が
交
流
す
る
場
所
と
し

て
更
に
親
交
を
深
め
る
べ
き

催
も
の
等
、
今
後
の
代
表
者

会
議
で
検
討
し
て
参
り
ま
す
。

「
学
生
新
聞
」
は
、
若
松

編
集
長
の
も
と
学
習
セ
ン
タ
ー

か
ら
の
学
習
に
関
す
る
情
報
、

サ
ー
ク
ル
の
情
報
、
学
生
か

ら
の
投
稿
な
ど
を
隔
月
で
発

行
し
て
お
り
ま
す
。

前
任
岡
里
代
表
が
提
唱
さ

れ
て
お
り
ま
し
た
、
埼
玉
学

習
セ
ン
タ
ー
と
学
生
間
の
パ

イ
プ
役
に
徹
し
、
ま
た
居
心

地
の
良
い
「
居
場
所
」
作
り

を
実
施
し
て
参
り
ま
す
。
関

係
各
位
の
更
な
る
ご
支
援
・

ご
協
力
を
賜
り
た
く
よ
ろ
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。

公
開
講
演
会

「
無
縁
化
す
る
社
会
を

ど
う
超
え
る
か
」

挨
拶埼

玉
Ｃ
Ｓ
Ｃ
交
流
会

代
表

嶋
﨑
洋
明

退
任
挨
拶

埼
玉
C
S
C
交
流
会

前
代
表

岡
里
順
子

オ
ー
プ
ン

キ
ャ
ン
パ
ス

面
接
授
業
の

追
加
登
録

学
生
募
集

全
コ
ー
ス
を
卒
業
さ
れ
、
生

涯
学
習
奨
励
賞
金
剛
賞
を
受
賞

さ
れ
た
大
内
さ
ん
に
お
話
を
伺

い
ま
し
た
。

Q

放
送
大
学
に
入
学
さ
れ
た

き
っ
か
け
は
。

A

平
成
13
年
4
月
に
60
歳
で

入
学
し
ま
し
た
。
48
歳
の
時
に

患
っ
た
脳
梗
塞
に
よ
る
知
的
な

面
の
損
傷
程
度
を
確
認
す
る
に

は
、
第
三
者
に
よ
る
公
平
な
評

価
が
近
道
と
考
え
た
こ
と
が
動

機
で
あ
り
、
退
職
と
同
時
に
入

学
し
ま
し
た
。

Q

長
く
学
習
を
続
け
る
こ
と

が
で
き
た
理
由
は
。

A

2
年
の
2
学
期
頃
か
ら
自

信
が
つ
き
、
知
識
が
広
が
る
こ

と
に
快
感
を
覚
え
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
技
術
畑
出
身
で
知

識
が
専
門
分
野
に
偏
り
過
ぎ
、

物
の
見
方
が
鋭
角
的
に
な
っ
て

い
た
反
動
と
思
わ
れ
ま
す
。

知
識
を
広
げ
た
い
と
す
る
意

欲
が
、
長
期
間
続
け
る
力
に
な
っ

た
も
の
と
思
い
ま
す
。

Q

在
学
中
で
印
象
に
残
っ
て

い
る
出
来
事
は
。

A

若
い
人
達
と
共
に
受
け
た

面
接
授
業
は
、
思
い
出
深
い
も

の
の
一
つ
で
す
。
特
に
挙
げ
れ

ば
某
大
学
の
先
生
が
「
本
学
は

私
語
が
な
い
」
と
云
わ
れ
た
こ

と
で
す
が
、
学
ぶ
意
欲
を
持
つ

人
達
の
集
り
だ
か
ら
こ
そ
で
あ

り
、
教
育
の
在
り
方
を
考
え
さ

せ
ら
れ
る
ト
ピ
ッ
ク
で
し
た
。

Q

在
学
生
に
対
す
る
ア
ド
バ

イ
ス
が
あ
れ
ば
。

A

時
間
的
に
許
せ
る
な
ら
ば

継
続
入
学
を
お
勧
め
し
ま
す
。

効
率
を
上
げ
る
に
は
枠
が
必
要

と
云
わ
れ
ま
す
が
、
学
習
も
例

外
で
は
な
く
、
学
生
と
い
う
枠

の
中
で
こ
そ
効
率
の
良
い
学
習

が
出
来
る
も
の
と
信
じ
て
い
ま

す
。

Q

今
後
の
抱
負
は
。

A

12
年
間
お
世
話
に
な
り
ま

し
た
が
、
小
学
1
年
生
が
高
校

3
年
生
に
な
っ
て
卒
業
す
る
ま

で
の
年
数
と
同
じ
で
あ
り
、
2

度
の
学
校
生
活
を
し
た
こ
と
に

な
り
ま
す
。
こ
の
間
家
族
や
周

囲
に
迷
惑
を
掛
け
続
け
た
こ
と

で
も
あ
り
、
こ
こ
で
区
切
り
を

付
け
、
今
後
は
自
由
な
立
場
で

学
習
を
続
け
て
い
く
積
り
で
す
。

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

大
内
和
彦
さ
ん

通
信
指
導
の

答
案
提
出

岡
部
学
長
の
公
開
講
演
会

荻原先生の切り絵



６
月
12
日
（
水
曜
日
）

①
上
野
文
化
会
館
に
10
時
15

分
ま
で
に
集
合
し
て
、
「
モ
ー

ニ
ン
グ
・
コ
ン
サ
ー
ト
」

②
昼
食
後
、
東
京
芸
大
「
漱

石
の
美
術
世
界
展
」
鑑
賞

７
月
３
日
（
水
曜
日
）

放
送
大
学
・
埼
玉
学
習
セ

ン
タ
ー
で
、
「
オ
ペ
ラ
鑑
賞
」

９
階
に
13
時
集
合

6
月
勉
強
会
、
6
月
８
日

（
土
）
第
4
講
義
室
と
6
月

15
日
（
土
）
第
５
講
義
室
で

毎
週
火
曜
日
、
午
後
1
時

毒
素
排
出
！

新
緑
の
季

節
に
な
り
ま
し
た
。

健
康
体
操
で
、
気
の
流
れ
を

良
く
し
て
、
身
体
に
た
ま
っ

た
毒
素
を
排
出
し
ま
し
ょ
う
。

毎
週
火
曜
日
10
時
半
か
ら
、

８
階
講
堂
に
て
開
催
中
で
す
。

定
例
勉
強
会

6
月
11
日
（
火
）
「
祭
り
談

義
」
、
7
月
9
日
（
火
）

「
日
本
の
農
業
」

パ
ソ
コ
ン
楽
習
会

毎
週
火
曜
日
（
第
2
火
曜

日
を
除
く
）

イ
ベ
ン
ト

6
月
14
日

防
衛
省
見
学

6
月
13
日
（
木
）
、
6
月
27

日
（
木
）
、
7
月
11
日
（
木
）

午
後
1
時
第
3
講
義
室

パ
ソ
コ
ン
同
好
会

金
曜
日
午
前
中

専
門
講
師

6
月
22
日
（
土
）

第
36
回
短
歌
の
会

5
月
19
日
（
日
）
第
34
回
通

常
総
会
開
催
。
平
成
25
年
度

活
動
計
画
、
森
岡
会
長
の
留

任
等
を
決
定
し
た
。

風
薫
る
5
月
爽
や
か
な
季

節
に
な
り
ま
し
た
が
、
学
習

の
ほ
う
は
進
ん
で
い
ま
す
か
。

学
生
新
聞
次
号
の
発
行
は

7
月
中
旬
で
す
。
詩
歌
、
随

想
な
ど
皆
さ
ん
の
投
稿
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

第２６号 学 生 新 聞 平成２５年５月２３日2

俳
句

水
草
生
ふ
母
の
在
所
の
は
る
か
な
り

敏

子

不
揃
い
の
益
子
の
小
鉢
木
の
芽
和安

代

蒼
天
や
青
き
湖
上
を
風
光
る

保

子

風
光
る
代
々
木
公
園
走
り
け
り

明

美

早
咲
き
の
桜
震
は
す
夜
の
雨

由

美

入
学
の
頬
輝
か
し
風
光
る

規

子

風
光
る
杮
落
し
の
木
挽
町

八
重
子

船
差
の
棹
に
落
花
の
し
き
り
な
りと

く
江

千
曲
川
波
の
高
さ
に
風
光
る

光

娥

（
つ
み
草
）

詩

歌

荒
川

良
雄

イ
コ
モ
ス
が
［
三
保
の
松
原
］
を
除

く
こ
と
を
条
件
に
、
富
士
山
を
世
界
文

化
遺
産
登
録
候
補
の
勧
告
を
し
た
こ
と

は
、
誠
に
嬉
し
い
こ
と
で
あ
る
。
地
元

県
の
有
頂
天
ぶ
り
を
み
る
と
、
ほ
ほ
え

ま
し
く
も
有
り
、
ま
た
、
将
来
生
ず
る

で
あ
ろ
う
重
荷
を
自
覚
し
て
い
る
で
あ

ろ
う
か
と
思
う
。
目
出
度
い
話
に
水
を

さ
す
よ
う
な
こ
と
を
と
眉
を
、
ひ
そ
め

る
ム
キ
も
多
い
と
思
う
。

何
故
［
三
保
の
松
原
］
が

除
外
さ
れ
た
か
、
環
境
保
全

に
無
関
心
な
、
日
本
の
人
々

へ
の
重
大
な
警
告
と
受
止
め

る
。
万
葉
集
に
山
部
赤
人
の
長
歌
に

《
天
地
の

分
か
れ
し
時
ゆ

神
さ

び
て

高
く
貴
き

駿
河
な
る

富
士

の
高
嶺
を
―
―
中
略
―
―
―
語
り
継
ぎ

言
ひ
継
ぎ
行
く
か
も

富
士
の
高
嶺

を
》

と
あ
る
。
関
東
に
は
「
富
士
塚
」

が
あ
り
ま
た

人
々
は
「
富
士
詣
で
」

を
楽
し
ん
だ
。
浮
世
絵
で
は
葛
飾
北
斎

の
［
富
岳
三
十
六
景
］
が
広
く
人
び
と

に
知
ら
れ
て
お
り
、
崇
敬
と
敬
愛
の
対

象
で
あ
る
。

家
か
ら
外
を
眺
め
れ
ば
電
線
が
空
を

覆
う
、
外
に
出
る
と
高
圧
線
・
高
圧
電

柱
が
富
士
山
の
視
界
を
遮
る
、
そ
れ
を

邪
魔
と
感
じ
な
い
意
識
の
目
覚
め
を
促

す
勧
告
と
思
う
。

世
界
遺
産
の
発
端
に
な
っ
た
エ
ジ
プ

ト
の
「
ア
ブ
・
シ
ン
ベ
ル
神
殿
」
救
済

に
あ
た
り
、
当
時
の
フ
ラ
ン
ス
文
化
大

臣
ア
ン
ド
レ
・
マ
ル
ロ
ー
は
ユ
ネ
ス
コ

の
会
議
で
「
世
界
文
明
の
第
1
頁
を
刻

む
芸
術
は
分
割
で
き
な
い
我
々
の
遺
産

で
あ
る
」
と
の
演
説
は
世
界
遺
産
の
理

念
を
端
的
に
表
現
し
て
い
る
。

富
士
山
は
多
く
の
日
本
人
か
ら
愛
さ

れ
て
い
る
、
「
富
士
山
に
美
し
い
景
観

を
」
を
旗
印
と
す
る

日
本
人
の
声
の
高
ま

り
の
端
緒
に
な
れ
ば

幸
い
で
あ
る
。お

わ
り

投
稿
コ
ー
ナ
ー

世
界
遺
産
候
補
富
士

１ レジ袋無料配布中止の取り組みについて

レジ袋削減促す平成21年6月1日川口市条例施行

レジ袋ゴミ削減、平成25年度60%目標を達成しよう

とするものだ。

２ 地球温暖化､ゴミ減量対策と市民へは環境に優

しいライフスタイル転換を目的に､レジ袋大幅削減

を市民･事業者･関係団体･行政で構成した「レジ袋

削減会議」で協議して協定締結したレジ袋無料配布

中止の取り組みを実施している。取組内容は有料化、

客辞退、ポイント付加、値引きなどタイプはさまざ

まであるがリーマン・ショックの不況での売り上げ

対策で商圏内の事業者離脱があり足並みが揃わなかっ

た。目標を80%とすれば有料化だろうが60%ではキャッ

シュバック方式で可能との見方で先進事例として見

られていた。 ここで環境基本法に沿った市民の意

識改革と持続可能な発展を期待したことだ。レジ袋

は資源のムダ消費もある、生活社会空間に出て風で

飛び交うゴミもある、電車架線に引掛かるとパンタ

グラフ故障電車不通等ライフラインの事故を誘発す

る、過剰な無償供給は意味がない。汚染者支払原則

からすれば当事者は市民だろう、けっして商圏のスー

パ企業の責任だけではない。客離れを警戒し不況時

の売り上げを競う利益を追求優先のために足並みが

揃わず離脱した企業は拡大生産者責任を問われるの

だろうか､たしかに条例では違反過料、勧告命令公

表罰則まである。行政は考えて条例策定し運用して､

市民参加でマイバック持参の買い物作業を定着させ

て、レジ袋ゴミ削減目標60%を達成しようとするも

のであった。

３ 川口市環境部の考え方

全国で年間300億枚消費されていて、１人当たり

年間300枚使用する。市内では1億5390枚 10ｇ／枚

として1,539㌧でレジ袋削減目標60％達成すると923

㌧ CO2は429万6565kｇもの削減になると考えられる。

大型レジ袋1枚は、原料と製造工程を含めて18.3㍉

㍑の原油が必要で、このための全国年間の原油消費

量は54万9000㌔㍑になる。これは日本の１日当たり

の輸入量65万4000㌔㍑にほぼ近い量である。市民個

人のレジﾞ袋年間辞退数365枚では3650ｇで、ゴミと

して3.6ｋｇ削減になる。原油にして6.7㍑CO2で14.

6kｇ排出削減になる。

４ 埼玉県の動きは今のところ無い。

ポスタは県と市が連名だった。県内市町村で啓発

活動は行っているが、レジ袋削減会議を実施してい

るとの情報は無い。県域や全国的規模での取組とな

らないだろうか。

５ 平成21年川口市条例施行からの状況

レジ袋削減の目標60%達成事業所数８所

平成22年64～97% 平成23年61～96%

段階目標としている196所平均実績

21～22年16% 23年上期18.8% 23年下期21.8%

平成25年度目標60%としているが、各事業所の段

階目標は5、10、15～40、50 % と様々である。

一部には-4%から最大-139%と増加の実績結果まであ

る。

取組内容は、レジ袋有料化 キャッシュバッグ、

声掛け、レジﾞ袋不要カード マイバッグ等無料配

布 マイバッグ等販売 ポイント付与 ポスタ掲示 そ

の他である。

近くのスーパは実績-6%から始まり実績41% 43%と

推移している。Ｓスーパでは有料M2円、L3円で月の

実績72.3%と掲示していた。

川口市域の平成25年度削減目標60%の成果につい

ては、市民そして学生としても、おおいに関心を持

つものである。 （続く）

科学・社会担当 N生

今
年
三
月

金
賞
を
頂
い
て

福
田

暉

今
年
三
月
二
十
四
日
、
生
涯
学
習
奨
励

賞
金
賞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
入
学
し
た

の
は
平
成
三
年
（
五
一
歳
）
「
自
然
の
理

解
」
専
攻
で
し
た
。
仕
事
が
理
工
系
だ
っ

た
の
で
、
理
論
的
な
裏
付
け
が
欲
し
か
っ

た
の
と
広
い
教
養
を
身
に
つ
け
た
か
っ
た

か
ら
で
す
。

当
時
は
、
テ
レ
ビ
が
U
H
F
で
、
ラ
ジ

オ
が
F
M
で
、
電
波
の
状
況
が
悪
く
苦
労

し
ま
し
た
。

ど
う
に
か
四
年
で
卒
業
で
き
、
そ
の
後
、

十
年
の
ブ
ラ
ン
ク
が
あ
り
、
そ
の
間
に
定

年
に
な
り
、
ま
た
、
勉
強
し
た
く
な
り
、

「
発
達
と
教
育
」
専
攻
に
編
入
学
し
ま
し

た
。
専
門
外
な
の
で
苦
労
し
、
六
年
か
か

り
ま
し
た
。

そ
の
後
「
生
活
と
福
祉
」
専
攻
、
「
社

会
と
産
業
」
専
攻
は
そ
れ
ぞ
れ
二
年
で
卒

業
で
き
、
今
年
三
月
四
つ
目
の
専
攻
を
卒

業
し
ま
し
た
。

今
年
四
月
「
人
間
と
文
化
」
専
攻
に
編

入
学
し
、
こ
れ
を
卒
業
し
た
ら
、
「
情
報
」

専
攻
に
編
入
学
す
る
つ
も
り
で
す
。
六
つ

の
専
攻
を
卒
業
し
た
ら
何
を
頂
け
る
の
か

楽
し
み
で
す
。

サ
ー
ク
ル
案
内

サ
ー
ク
ル

お
お
み
や

江
戸
時
代
の

古
文
書
を
読
む
会

放
送
大
学
熟
年
会

健
康
体
操
研
究
会

編
集
後
記

ゴミの削減 （１）

一
つ
家
に
遊
女
も
寝
た
り
萩
と
月

こ
の
一
句
は
、
旅
の
宿
で
遊
女
と

行
脚
僧
の
よ
う
な
自
分
た
ち
と
全
く

境
遇
の
違
う
者
同
士
が
同
宿
と
な
り

奇
縁
を
感
じ
た
、
折
か
ら
庭
の
萩
を

月
光
が
美
し
く
照
ら
し
て
い
る
と
の

意
で
あ
ろ
う
。
「
萩
」
が
遊
女
で

「
月
」
が
芭
蕉
を
指
す
と
い
う
解
釈

も
あ
る
。
越
中
と
越
後
の
国
境
の
町

市
振
の
宿
で
、
芭
蕉
た
ち
は
新
潟
の

遊
女
と
同
宿
と
な
る
。
彼
女
た
ち
は
、

伊
勢
参
り
に
ゆ
く
途
中
と
の
こ
と
で
、

芭
蕉
た
ち
と
同
じ
コ
ー
ス
を
辿
る
ら

し
い
。
翌
朝
心
細
い
か
ら
一
緒
に
連

れ
て
行
っ
て
ほ
し
い
と
哀
願
す
る
彼

女
た
ち
に
対
し
て
、
我
々
は
途
中
と

ど
ま
る
こ
と
が
多
い
の
で
そ
れ
は
で

き
な
い
と
断
る
の
で
あ
る
。
前
夜
、

一
間
隔
て
た
面
の
方
で
、
「
日
々
の

業
因
つ
た
な
し
」
と
嘆
い
て
い
る
の

を
聞
い
て
い
た
芭
蕉
は
、
同
行
を
断
っ

た
が
「
哀
れ
さ
し
ば
ら
く
や
ま
ざ
り

け
ら
し
」
と
書
い
て
い
る
。

こ
の
く
だ
り
は
『
お
く
の
ほ
そ
道
』

中
の
名
場
面
で
は
あ
る
が
、
紀
行
文

の
中
に
色
を
添
え
た
虚
構
の
最
た
る

も
の
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。
同
行
の

曽
良
の
日
記
に
は
、
「
四
月
十
二
日
・
・
・

申
の
中
尅
、
市
振
に
着
、
宿
。
」

「
十
三
日
市
振
立
つ
。
・
・
・
」
と

簡
素
に
記
す
の
み
で
あ
る
。
「
市
振
」

を
「
一
振
」
と
表
記
す
る
の
も
な
ん

と
な
く
怪
し
い
も
の
で
あ
る
。

数
年
前
の
秋
、
金
沢
へ
旅
行
し
た

帰
り
に
市
振
に
寄
っ
て
み
た
。
人
通

り
も
少
な
い
鄙
び
た
街
で
あ
る
。
町

は
ず
れ
に
根
元
か
ら
二
木
に
別
れ
た

幕
末
か
ら
生
え
て
い
る
と
い
わ
れ
る

大
木
の
松
が
あ
っ
た
。
新
潟
方
面
か

ら
親
不
知
・
子
不
知
の
難
所
を
通
る

旅
人
に
、
こ
こ
が
安
全
な
市
振
の
宿

と
知
ら
せ
る
目
印
で
あ
っ
た
と
の
こ

と
で
あ
る
。

芭
蕉
は
、
世
俗
を
捨
て
、
枯
れ
た

聖
人
君
子
の
よ
う
な
人
と
誤
解
さ
れ

る
こ
と
が
多
い
が
、
そ
れ
は
必
ず
し

も
当
た
ら
な
い
。
妻
と
目
さ
れ
る
女

性
も
い
る
し
、
俳
諧
（
連
句
）
の
中

に
は
必
ず
恋
の
句
を
入
れ
ろ
と
指
導

も
し
て
い
る
。
俳
諧
の
作
法
か
ら
言

え
ば
こ
の
あ
た
り
で
恋
句
を
登
場
さ

せ
た
い
と
こ
ろ
と
考
え
た
の
か
も
し

れ
な
い
。

市
振
見
物
の
後
、
日
が
暮
れ
て
暗

闇
が
迫
る
無
人
駅
で
、
ひ
と
り
列
車

の
到
着
を
待
っ
て
い
る
と
二
人
連
れ

の
女
性
が
入
っ
て
き
た
。
一
人
は
柏

崎
か
ら
久
し
ぶ
り
に
訪
ね
て
き
た
友

人
と
一
人
は
帰
る
友
人
を
駅
ま
で
送
っ

て
き
た
人
ら
し
か
っ
た
。
二
人
は
友

人
の
事
や
世
間
話
を
滔
々
と
話
し
て

い
る
。
聞
く
と
も
な
し
に
そ
れ
を
聞

い
て
い
る
と
、
そ
れ
は
ま
さ
し
く

「
一
振
」
の
世
界
で
あ
っ
た
。
ゆ
っ

く
り
と
そ
ん
な
妄
想
に
浸
る
こ
と
が

で
き
る
の
は
、
観
光
地
で
も
な
い
場

所
を
一
人
旅
す
る
醍
醐
味
で
あ
る
。

細
道
あ
ち
ら
こ
ち
ら

（
五
）

若
松

豊

朗
読
の
会
「
こ
こ
ろ
」

e
ー
グ
ル

ト
レ
ヴ
ィ
の
会

埼
玉
同
窓
会

囲
碁
同
好
会


